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【図表19】改善プロセスを意識したアセスメントプランの例（京都産業大学）

【図表16】内部質保証に向けた学修成果の可視化５つのポイント

アセスメントプランを活用する 教学マネジメントと連携することが実質化の第一歩

理
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
）、
学
修

目
標
の
測
定
方
法
の
策
定
（
ア
セ
ス
メ

ン
ト
プ
ラ
ン
、
ま
た
は
ポ
リ
シ
ー
。
以

下
、Ａ
Ｐ
）
が
、
連
動
し
た
形
で
学
修

成
果
の
可
視
化
を
行
う
こ
と
が
前
提

だ
。
A
P
は
Ｄ
Ｐ
に
ひ
も
付
く
は
ず
な

の
で
、
こ
れ
に
則
れ
ば
Ｄ
Ｐ
の
達
成
度

が
可
視
化
で
き
、
改
善
課
題
も
明
ら
か

に
な
る
だ
ろ
う
。
可
視
化
に
あ
た
っ
て

は
、
目
的
に
応
じ
た
適
切
な
手
法
の
選

択
と
【
図
表
17
】、
直
接
評
価
と
間
接

評
価
の
使
い
分
け
、
組
み
合
わ
せ
が

大
切
だ
【
図
表
18
】。
直
接
評
価
は
学

生
の
状
態
や
能
力
を
客
観
的
に
測
る
の

に
適
し
、
間
接
評
価
は
直
接
評
価
の
結

果
の
理
由
を
探
る
の
に
向
く
。

　改
善
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
し
た
一
例

が
【
図
表
19
】
だ
。
各
種
調
査
や
テ
ス

ト
等
を
、
目
的
を
持
っ
て
行
い
、
実
施

組
織
、
検
証
組
織
、
結
果
の
活
用
方
法

を
具
体
的
に
定
め
て
い
る
た
め
、
可
視

化
ま
で
と
、
可
視
化
後
の
道
の
り
が
明

瞭
だ
。Ａ
Ｐ
は
質
保
証
の
サ
イ
ク
ル
を

回
し
、
課
題
が
あ
れ
ば
随
時
見
直
し
た

い
。
学
生
が
積
極
的
に
参
加
す
る
可
視

化
の
例
は
、
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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達成イメージを明確に持つ（ＤＰ）

測定可能な評価指標にする（ＤＰの分解）

改善結果やプロセスを情報公開する

アセスメントプランは改善プロセスを
意識して策定する

大学の外からも改善を促し、
学生募集にも好影響を与える

測定・評価できるものを中心にＰＤＣＡを回す

ＤＰの達成（＝学生の成長）を指標とする

誰が、いつ、どんな検証結果を活用し、
何を改善するかまで設計。必要に応じて適宜見直す

【図表18】直接評価と間接評価の使い分けの例（摂南大学）

【図表17】学修成果の測定のための「情報源」

＊大阪大学山下仁司
  「改めて、大学での学修成果の
  評価を考える」（2017）　

パフォーマンス評価

期末の
ペーパーテスト

ミニッツペーパー、
リフレクションカード

授業内
ルーブリック評価

DP達成度ルーブリック、
ポートフォリオ

卒論・卒研学内の学生行動調査
アンケート・図書館利用率など

学生同士の
ピア評価

出席点

宿題・レポート

宿題・レポートの
アンケート

授業評価アンケート、
DPの身に付き度合い

就職率・国家資格
合格率など

外部卒業生調査
（企業などからの学生評価）

卒業生調査
 （満足度・成長感等）

外部アセスメント
（認知能力）

個別授業成果

教
育
成
果
を
測
る

学
生
を
評
価
す
る

カリキュラム成果

外部アセスメント
学生の自己評価：

満足度・成長感・主体的行動等

口頭試問

＊取材を基に編集部で作成＊大学提供資料を基に作成。赤い枠線は編集部による加工（現在学内にて改訂を検討中）

　調査の利点は、教務データやアセスメント結果等では見えな
い意識を把握できることです。在学生だけでなく、卒業生も対象
とすることで、自学の教育の実態がより詳しくわかります。なぜな
ら卒業生は社会に出て働く中で、そこで必要な力と自己のギャッ
プを知り、自学への理解を前提とした客観的な視点を持つように
なるからです。ただし卒業生調査は、実施上の課題がいくつかあ
ります。最も多いお悩みは、回収率の低さ。これは、質問数、謝
礼内容、調査依頼方法などが原因となっている場合が多いで
す。また、「調査項目がこれでいいのか判断できない」という声も
よく伺います。回収率の低さと調査項目をうまく設計できないこと
は、調査結果の活用のしにくさを引き起こします。つまり、よくある
困りごとは、実は、とても本質的な課題なのです。
　これらの解決のために必要なのは、まず、調査の目的を明確
にすることです。実態把握調査であればこの限りではありません
が、結果活用を前提とした調査の場合、何についてどこを改善

嶋 はる美

（株）進研アド
マーケティングリサーチ部部長

するためのものか、結果活用まで含め、具体的に決めることがポ
イントです。曖昧な目的では曖昧なデータしか集まりません。
　次に、調べたいことを測れる調査項目を作成することです。知
りたいことをそのまま質問化することはおすすめしません。例えば
DP達成度を測定する場合は、DＰの内容を要素分解し、そこに
込められた育成したいスキルや活動について評価する設計にし
ます。これらの工夫により、調査対象者が回答しやすくなり、結
果、回収率の向上にもつながります。
　３つめに重要なのは、卒業生調査の取り組みとその結果を、
学内外に広報することです。何のための調査なのか、結果をもと
に何を改善し、大学として何を実現しようとしているのか。計画の
全体像が学内で理解されると、構成員の意欲が高まり、結果を
もとにした改善活動が促されます。加えて、学外への情報公開は
基本的な社会的信頼につながることはもちろん、自学のよい点
のアピールにもなります。調査結果を活用して改善したこと、さら
にその成果が出ているものについては、ぜひ外にむけて発信す
ることをおすすめします。

回収率を上げ、結果活用を促す
調査設計３つのポイント
卒業生調査結果の活用を阻む設計上の課題

しまはるみ●（株）進研アド入
社以来、マーケティングリサーチ
関連部署にて調査・データ分析
を担当。マーケティングリサーチ
を通した高等教育機関の課題
抽出・解決支援に携わる。

卒業生調査のコツ
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「
改
善
」
を
意
識
し
た
ア

セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を

直接評価（客観的指標による評価） 間接評価（自己評価、アンケート等）

学生

科目

学位

大学

ＤＰ構成科目のＧＰＡやＤＰ達成に関わ
る公的資格試験結果など

特に、非認知能力の評価には、ＤＰの達
成度を測るルーブリックによる自己評価
が有効

試験結果、ＧＰなど。科目ごとに分布を示
し、授業の質などの自己点検評価や質
保証のエビデンスにする

非認知能力の到達を評価するには間接
評価が有効

ＤＰごとの構成科目のＧＰＡや公的資格
試験結果など

ルーブリックや学生アンケートなど

DP達成度はそれを表す汎用的能力が
養成されたかを外部アセスメントで客観
的に測定

全学共通ＤＰルーブリック、卒業時アン
ケート、卒業生アンケート、就職先アン
ケートなどの間接評価が有効

GPA

卒業時
調査

進路統計

学籍統計

外部
アセスメント
テスト

学習成果
実感調査

対話シート 

⑦

⑥

⑤

④

③

②

① 毎年４月

４年次

全年次

４年次

全年次

全年次

全年次

入学時・
２年次
以上

教員・学生の対話を通じて、要望や
課題を把握する。

学修状況や学修行動を把握する。

GPAの数値をもとに、学修成果を
把握する。

４年卒業、留年、退学率を把握する。

内定、就職、進学率を把握する。

能力、志向性などを把握し、入学時、
学年進行に伴う学生の成長を評価
する。

卒業までに獲得した知識や能力など
を把握し、学生の成長を評価する。

教育課程

教育課程

教育課程

教育課程

科目

教育課程・
科目

教育課程・
科目

毎年３月

毎年３月

毎年３月

各学期末

各学期
の後半

各学期
の前半

教学センター・
IR推進室

教育支援研究
開発センター

教育支援研究
開発センター

教学センター

IR推進室

教学センター

進路・就職支援
センター

学部

学部

学部

学部

共通教育
推進機構

学部
共通教育
推進機構

学部
共通教育
推進機構

学部
共通教育
推進機構

回答内容等を参考に、準備学習の
要求内容、授業方法やクラス運営
方法、カリキュラム等を見直す。

DPの各項目での変化や達成度を
参考に、カリキュラム等を見直す。

DPの各項目での達成度や科目内容の
理解・習熟度を参考に、授業方法等を見
直す。履修相談等の学修支援に活かす。

回答内容等を参考に、授業方法や
クラス運営方法等を見直す。

DPの各項目での変化や達成度を
参考に、カリキュラム等を見直す。

適応状況を参考に、カリキュラム等
を見直す。

満足度等を参考に、カリキュラム等
を見直す。
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